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2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
1. 強く希望している 71 人（75.5%） 60 人（85.7%）
2. ある程度希望している 20 人（21.3%） 8 人（11.4%）
3. あまり希望していない 3 人（3.2%） 2 人（2.9%）
4. 全く希望していない。 0（0.0%） 0 人（0.0%）
表２　Ｑ２．どのタイプの端末を主として使用してますか。
2014 年度（n=92） 2015 年度（n=70）
1. スマートフォン 92 人（100％） 70 人（100％）
2. 従来型携帯電話 0（0.0％） 0（0.0％）
3. 所持していない 0（0.0％） 0（0.0％）
4. その他 0（0.0％） 0（0.0％）
表３　Ｑ３．情報端末をどんな目的で使用していますか。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
1. 音声通話 42 人（44.7%） 36 人（51.4%）
2. 特定できる相手との文字による通信 72 人（76.6%） 62 人（88.6%）
3. 不特定の相手との文字による通信 15 人（16.0%） 9 人（12.9%）
4. インターネット接続による web サイト閲覧 62 人（66.0%） 56 人（80.0%）
5. 音楽聴取 53 人（56.4%） 44 人（62.9%）
6. 動画視聴 34 人（36.2%） 28 人（40.0%）
7. ダウンロードしたファイルの閲覧 13 人（13.8%） 9 人（12.9%）
8. 電子手帳としての入力又は閲覧 10 人（10.6%） 8 人（11.4%）
9. ゲーム 27 人（28.7%） 22 人（31.4%）






2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
よくある 8 人（8.5%） 2 人（2.9%）
ある程度ある 31 人（33.0%） 25 人（35.7%）
あまりない 38 人（40.4%） 28 人（40.0）
殆どない 17 人（18.1%） 15 人（21.4%）
表５　Ｑ５．大学の中で、自分の周囲の人が操作する情報端末の影響で、ストレスを感じた
り嫌な思いをしたことがありますか。
2014 年度（n=93） 2015 年度（n=70）
よくある 4 人（4.3%） 1 人（1.4%）
たまにある 18 人（19.4%） 12 人（17.1%）
あまりない 42 人（45.2%） 24 人（34.3%）
全くない 29 人（31.2%） 33 人（47.1%）
表６　Ｑ６．大学の中で、周囲の人へ迷惑をかけないような配慮をしていますか。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
よくそうしている 17 人（18.0％） 35 人（50％）
ある程度そうしている 69 人（73.4％） 30 人（42.9％）
あまりそうしてはいない 6 人（6.4％） 4 人（5.7％）
全くそうしてない 1 人（1.1％） １人（1.4％）
表７　Ｑ７．街中で情報端末の使用を見かけた時、不適切とよく感じていることはどれです
か。該当するものすべてを選んでください。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
歩行中の使用 42 人（44.7%） 31 人（44.3%）
自転車乗車中の使用 52 人（55.3%） 54 人（77.1%）
車の運転中の使用 57 人（60.6%） 47 人（67.1%）
公共交通機関での使用（優先席エリア） 40 人（42.6%） 30 人（42.9%）
公共交通機関での使用（優先席エリア以外） 11 人（11.7%） 7 人（10.0%）
飲食店 7 人（7.4%） 1 人（1.4%）
その他 1 人（1.1%） 2 人（2.9%）
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表８　Ｑ８．情報端末に関する子ども達へのモラル教育はどの世代で必要だと思いますか。
該当するものすべてを選んでください。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
大学 25 人（26.6%） 23 人（32.9%）
高等学校 43 人（45.7%） 43 人（61.4%）
中学校 51 人（54.3%） 52 人（74.3%）
小学校高学年 52 人（55.3%） 38 人（54.3%）
小学校中学年 38 人（40.4%） 24 人（34.3%）
小学校低学年 18 人（19.1%） 9 人（12.9%）
幼児 2 人（2.1%） 0 人（0.0%）
いずれの世代でも必要ない 0 人（0.0%） 2 人（2.9%）
表９　Ｑ９．大学において、情報端末に関する学生へのモラル教育は誰が行うと良いと思い
ますか。該当するものすべてを選んでください。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
情報処理専門の教員 56 人（59.6%） 57 人（81.4%）
理系教員 9 人（9.6%） 5 人（7.1%）
文系教員 9 人（9.6%） 2 人（2.9%）
事務職員 6 人（6.4%） 0 人（0.0%）
管理職 12 人（12.8%） 6 人（8.6%）
外部の情報教育専門家 33 人（35.1%） 27 人（38.6%）
その他 4 人（4.3%） 0 人（0.0%）
表10　Ｑ10．情報端末に関する高等学校以前の学校でのモラル教育は誰が行うと良いと思い
ますか。該当するものすべてを選んでください。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
理系教科教諭 9 人（9.6%） 8 人（11.4%）
文系教科教諭 5 人（5.3%） 3 人（4.3%）
養護教諭 23 人（24.5%） 7 人（1.0%）
保健体育教諭 16 人（17.0%） 5 人（7.1%）
生徒指導教諭 46 人（48.9%） 36 人（51.4%）
管理職 7 人（7.4%） 6 人（8.6%）
事務職員 4 人（4.3%） 1 人（1.4%）
外部の情報教育専門家 80 人（85.1%） 37 人（52.9%）






2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
幼稚園教諭又は保育士 64 人（68.1%） 56 人（80.0%）
事務職員 14 人（14.9%） 3 人（4.3%）
管理職 6 人（6.4%） 3 人（4.3%）
外部の情報教育専門家 24 人（25.5%） 15 人（21.4%）
その他 3 人（3.2%） 1 人（1.4%）
表12　Ｑ12．もしあなたが今情報モラル教育をしなければならない立場になったとしたら実
践できる力量がありますか。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
十分ある 2 人（2.1%） 2 人（2.9%）
ある程度ある 20 人（21.3%） 11 人（15.7%）
あまりない 57 人（60.6%） 26 人（37.1%）
全くない 15 人（16.0%） 31 人（44.3%）
表13　Ｑ13．学校教育の中で実践する情報モラル教育の力量形成について、教員養成に関わ
る大学の教職課程に情報モラル教育に関する専門科目は必要だと思いますか。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
強くそう思う 11 人（11.7%） 6 人（8.6%）
ある程度そう思う 62 人（66.0%） 44 人（62.9%）
あまりそう思わない 20 人（21.3%） 20 人（21.3%）
全くそう思わない 1 人（1.1%） 0 人（0.0%）
表14　Ｑ14．現在の情報端末はあなたにとってどのような手段としての価値がありますか。
該当するものすべてを選んでください。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
コミュニケーション手段 76 人（80.9%） 59 人（84.3%）
学習手段 39 人（41.5%） 25 人（35.7%）
娯楽手段 56 人（59.6%） 47 人（67.1%）
スケジュール管理手段 40 人（42.6%） 37 人（52.9%）
安全確保手段 26 人（27.7%） 18 人（25.7%）
その他 0 人（0.0%） 0 人（0.0%）




2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
大学 4 人（4.3%） 10 人（1.4%）
高等学校以上 36 人（30.3%） 24 人（29.2%）
中学年以上 32 人（34.0%） 36 人（51.4%）
小学校高学年以上 18 人（19.1%） 6 人（8.6%）
小学校中学年以上 3 人（3.2%） １人（1.4%）
小学校低学年以上 4 人（4.3%） 0 人（0.0%）
幼児以上 0 人（0.0%） 1 人（1.4%）
いずれの世代でもない 2 人（2.1%） 0 人（0.0%）
表16　Ｑ16．現在の情報端末技術水準の存在を仮定した場合、情報モラル教育を実施後に情
報端末の初めての所持をあなたが許容できると考える世代はどれですか。
2014 年度（n=94） 2015 年度（n=70）
大学 6 人（6.4%） 7 人（0.1%）
高等学校以上 28 人（29.8%） 23 人（32.9%）








































































































































The opinion poll about information morals education of 
school-nursing course students
Yoshiaki MATSUMOTO，Yoko ISHADO
Advanced course of child care and education at Kyushu Women’s Junior College
1-1, Jiyugaoka, Yahatanishi-ku, Kitakyushu-shi 807-8586,Japan
ABSTRACT
　The development of the telecommunications technology of these days includes a 
thing to stare wide-eyed at. As for the use of the mobile phone, a call was mainstream 
at first, but we became able to exchange a simple short sentence, and the connection 
to the portable Web site developed into the information appliance which walked, and 
tablet type communications equipment, smartphones spread in an instant from about 
2010. We will hold the new problem including adverse effects to rhythm of the life by 
the overuse and the nuisance to neighboring people by flip of the convenience.
　Therefore, in this study, we were for the maelstrom of the smartphone heyday and 
it lasted for the freshman who was more likely to be engaged in health education and 
the health guidance of children in the future in 2 and performed an attitude survey 
about the use.
　As a result, the student who was more likely to be associated with health education 
and health guidance was found to strongly feel the need that educated appropriate 
information morals being conscious of the convenience, the need to possess, consider-
ation to the circumference and effect on health from own put circumstances.
Keywords : mobile phone, education, information
